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ボランティア室                         室長 樋口 達也（管理課長） 

 

● 活動目的 

ボランティア室は、独立行政法人国立病院機構岡山医療センターの基本方針に基づいて、病

院ボランティアにより患者さんが安らげる療養環境作りと地域社会に寄与することを目的として、

平成 17 年に設立されました。 

     病院ボランティアは、病院の医師、看護師、その他の職員と協力して、患者さんに寄り添い、患

者さんがもつ不安を軽くすることによって安心して治療を受けることができるよう、自発的に無償で、

病院を利用する人のためにサービスを提供する人で、ボランティアの皆様には専門職ではなくて

もできる仕事のお手伝いを行っていただいております。 

 

● 活動状況 

令和４年度における岡山医療センターのボランティア登録者数は１３名（外来７名、読み聞かせ４

名、裁縫１名、傾聴１名）。 

新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら外来ボランティアと裁縫ボランティアは活動を継

続。読み聞かせボランティアは、感染拡大防止のため面会禁止が緩和されるまで活動中止とした。 

 

【活動中止期間】 

        読み聞かせ 令和 ４年 ４月 １日 ～ 令和 ５年 ３月３１日 

     

      【個別の活動状況】 

外来・・・コロナ禍で病院と患者さんのニーズに合わせた体制作りをし活動 

        裁縫・・・小児病棟からの作成依頼にて活動。病棟看護師の協力があり、患者さん個人に合

わせた医療ケアグッズを作成 

             新たに、一般病棟からの作成依頼へも対応 

        読み聞かせ・・・活動なし（コロナ禍等） 

        傾聴・・・依頼時に随時対応 

 

      【募集状況】 

       コロナ禍でもボランティアをしたいと意欲がある方から連絡が数件あり、３名登録に繋がった。

情報はホームページから得たとのこと。今年度は学生からの問い合わせが多く、登録に繋がっ

た方は３名とも学生（高校生と大学生）であった（病院広報誌ザ・ジャーナルVol.17 №2 2022.9

月号に記事掲載）。 

患者サポート室                   室長 平見 有二（呼吸器外科医長） 

● 活動目的 

（目的） 

当院受診中の患者さんやそのご家族、当院をこれから受診しようとされている患者さんやそのご家族、

以前に当院を受診されたことのある患者さんやそのご家族、といった当院に関わる全ての方々の疾病に

関する医学的な質問並びに生活上及び療養上の不安等、といった様々な相談に対応し、個々の問題を

解決することを目的に設置 

● 活動方針など 

（方針） 

各部門の対応窓口（以下「対応窓口」とする）の支援体制の確立 

対話による問題の整理と明確化、及び代弁・仲介機能による的確な対応、対応窓口への移行の実施 

（対象者） 

１． 当院受診の患者さん又はそのご家族 

２． 当院をこれから受診しようとされている患者さん又はそのご家族 

３． その他の関係者 

（業務） 

１． 相談業務は相談内容に応じて、直接対応あるいは担当者への案件の取り次ぎ 

２． カンファレンスを週１回程度開催。相談内容により必要に応じて担当者の参加を求 

め、取り組みの評価を行うことによる業務体制の見直し 

３． 案件によっては、医療安全管理委員会との連携 

４． 相談窓口の設置目的、機能、活用方法、各部門における対応等についての、院内配 

布物や院内イントラネットを通じた各部門への周知・徹底 

５． 患者相談窓口の活動に関した、相談に対応する職員、相談後の取扱、相談情報の秘 

密の保護 

（相談方法） 

相談方法は、原則として電話相談／対面相談で対応 

（窓口の場所） 

相談を行う場所は下記の場所とし、相談内容に応じて適宜場所の選定をすることが望ましいが、原則は

以下の場所を利用することとする 

患者相談室（①番窓口（入院される方）の横）  （当院本館2F） 

（相談の記録） 

１． 最初に電話又は対面で相談、対応した室員は「患者サポート室対応簿」に記載 

２． 担当者は、相談内容及びその後の対応について「患者サポート室日誌」に記載 
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（報告体制） 

１． 相談の実績は日報・月報・年報を作成し、室長の決済後に院長へ報告 

２． 緊急の対応を要する場合は、直ちに室長から院長へ報告 

（不利益を受けない配慮） 

室の業務に関連して、患者さんが不利益を受けないように適切に配慮 

 

● 今年度の活動状況 

１． 患者サポート相談案件 

（2022 年度〔2022 年4 月〜2023 年3 月までの延べ件数〕） 

①直接相談室へ来られた相談件数  715 

②電話による相談件数  102 

③各部門へ依頼した相談件数  11 

④診療に関する相談件数  427 

⑤苦情・クレームの相談件数  77 

⑥医療安全の相談件数  4 

⑦その他の相談件数    320 

  

２． 患者サポート相談時に寄せられたご意見に対する対応状況表の作成 

認知症ケア推進室                 室長 奈良井 恒(脳神経内科 医長) 

 
●活動目的 

   認知症による行動・心理症状や意思疎通の困難があって、身体疾患の治療への影響が見込まれ

る入院患者に対し、専門知識を有する医師・看護師及び多職種が適切に対応をすることで、認知症

症状の悪化を予防し、身体疾患の治療を円滑に受けられることを目的とする。 

 

●活動状況 

１. 認知症患者のケアに係るカンファレンスを週 1 回程度実施し、原則診察の上「認知症高齢者の

日常生活自立度判定基準」のランクを判断して診療録に記録する。各病棟を巡回し、病棟にお

ける認知症患者に対するケアの実施状況を把握し病棟職員への助言等を行う。 

1） 週一回のラウンドおよびカンファレンス 

毎週水曜日： Ａ病棟、毎週木曜日： Ｂ病棟、西棟 

2） 月別の算定延べ件数 

         

 

【認知症ケア加算 1】 総合入院体制加算２の施設基準の要件の一つ 

イ. 入院日数 14 日以内 160 点/日  患者に関与し始めた日から算定 

※ 2020 年度より評価体系の見直しが行われ+10 点となった 

ロ. 入院日数 15 日以上  30 点/日 

※ 身体拘束を実施した日は、イ・ロともに所定点数の 100 分の 60 相当の点数（減算） 

２. 身体的拘束の実施基準や鎮静を目的とした薬物の適正使用等の内容を盛り込んだ認知症ケ

アに関する手順書（マニュアル）を作成のうえ、院内の必要な部門に提示して活用させる。認知

症ケアの実施状況等を踏まえ、定期的に当該手順書の見直しを行う。 

  a） 「せん妄の予防と対策について」のパンフレット作成し、入院時に対象者に配布開始した。 

令和4年度 前年度月平均件数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 平均
認知症ケア加算１
（１４日以内）
算定件数

149.4件 113 130 158 120 190 169 185 172 108 112 158 142 1,757 146.4

認知症ケア加算１
（１５日以上）
算定件数

185.4件 143 171 175 154 127 281 291 211 116 198 188 239 2,294 191.2

認知症ケア加算１
（１４日以内）
身体的拘束実施
件数

74.1件 73 118 62 48 67 66 106 81 46 85 81 78 911 75.9

認知症ケア加算１
（１５日以上）
身体的拘束実施
件数

139.1件 87 183 134 109 142 97 185 208 107 116 71 57 1,496 124.7

せん妄ハイリスク
患者ケア加算
（入院中１回）
件数

590.2件 582 591 618 595 595 573 632 595 531 654 578 620 7,164 597.0
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